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１ 開会 

司会：金田課長 

地域包括支援センター運営協議会設置要綱第６条第２項により、半数以上の方の

出席があるので、この会議の開催は成立する。 

２ あいさつ 伊沢会長 

３ 自己紹介 委員自己紹介 

 

（司会） 

これからの議事進行については地域包括支援センター運営協議会設置要綱第６条

により、伊沢会長にお願いする。 

４ 議事   （伊沢会長） 

 議題１～６について事務局より説明をお願いする。 

 

（事務局） 

（１）令和６年度事業方針（案）について：資料１に基づき説明 



（２）令和６年度運営業務委託仕様書（案）：資料２に基づき説明 

（３）地域包括支援センターの相談実績について：資料３-１に基づき説明 

（４）地域包括支援センターの相談実績経年変化について：資料３-２に基づき説明 

（５）地域包括支援センターの活動実績について：資料４に基づき説明 

（６）地域包括支援センターの職員配置状況について：資料５に基づき説明 

（７）地域包括支援センターの事業評価について：資料６に基づき説明 

（８）介護支援業務の委託先居宅支援事業所について：資料７に基づき説明 

  

（伊沢会長） 

 事務局より説明があったところだが、質問はあるか。 

 委員より一言ずついただきたい。 

 活動実績から下野市における活動の活発さが伺える。薬剤師会としても様々な活

動に参加していきたい。 

 

（小林委員） 

 地域包括支援センターの職員の皆様のご苦労に感謝しています。 

 資料 3-2 相談内容の中の権利擁護、成年後見制度の項目について石橋地区が多い

が広報活動等の影響があるのか。 

 

（中山センター長） 

 今年度は成年後見制度を利用する方が多い年であったことに加え、利用支援の数

値は述べ件数となるため、1 人につき複数回行うと件数が多くなっていくことと

なる。 

 社会福祉協議会の中で成年後見制度の中核機関(成年後見サポートセンター)が新

設され、連携して動くケースあったことや困難ケースがあったことから、数値が 

 高くなった。 

 

（伊澤委員） 

 石橋の地域ケア会議の数値について、疑問に思っていたが、感染症予防のために

地域の方を呼ぶことができなかったという説明を聞いて納得した。大変な時期を

過ごされたと思われる。新型コロナウイルスが 5類に移行したが、今後も気を付

けて対応していただきたい。 

 

（増渕委員） 

 資料 3-2 の包括的継続的ケアマネジメントについて、みなみかわちが他地区に比

べて多いのは述べ件数か。 

 

（山下センター長） 

 ご質問の中にあったように述べ件数となっている。 

 困難事例や多様化している相談ケース等多くなり、1 人につき複数回、相談を継

続することもある。 

  



（高山委員） 

 資料 4の 3在宅医療介護連携事業について講演会やセミナーの参加対象者につい

ては、限られた方が対象となっているが、一般市民の方も聞けるようにしたらい

いのではと思った。 

 

（鶴岡委員） 

 毎年 3月末に会議が行われるが、その前の段階で振り返りを行い軌道修正を行っ

ていく方が良いのではないかと思った。 

資料 7の地域包括支援センターの委託先それぞれの件数を出すのは難しいのか。 

 個人情報の関係もあるため難しいとは思われるが、公平性を検討するのであれば

必要でないか。 

 

（事務局） 

 令和 6年度の会議に向けて検討させていただく。 

 

（高山委員） 

 ACPの周知について、石橋病院においても連携していきたいと考えている。 

 

（坂本委員） 

 フレイル予防の健康教室の実施について、地域ふれあいサロンの参加には費用が

かかるのか。 

 

（事務局） 

 費用はかからない。 

 

（坂本委員） 

 市役所でもサロンの代表者に向けて、フレイル予防教室等の周知を積極的に行っ

てほしい。 

 

（小林委員） 

 各地域ふれあいサロンに向けて、フレイル予防教室の案内を行っている。フレイ

ル予防教室の案内が届くのが新年度となるため、早めにいただければと思う。 

 

（事務局） 

 次年度に向けて検討を行っていく。 

 

（高田委員） 

 利用者の方で、成年後見制度の利用を行う方が出てきているが、後見人の名簿リ

スト等はあるのか。 

 

（中山センター長） 

 成年後見制度については、家庭裁判所に申立てを行った後に、裁判所から選ばれ



た方が後見人等になるため、名簿のリストはない。相談先としては弁護士会や司

法書士会に相談される方もいる。 

 下野市民の方に関しては、最寄りの地域包括支援センターや社会福祉協議会の成

年後見サポートセンター等に相談できるため、そのような方がいれば紹介してい

ただければと思う。 

  

（関委員） 

 地域包括支援センターの実績について、ケアマネジャーからの相談が多いことが

挙げられている。自身も地域包括支援センターへ相談を行うが、下野市の地域包

括支援センターは返答が早く助かっている。地域包括支援センターだけで抱えき

れない相談については高齢福祉課へ相談を行っているが、その結果も伝えてくれ

るため非常に心強い存在である。今後もよろしくお願いしたい。 

 

（伊沢会長） 

 以上で議事は終了とする。事務局へお返しする。 

５ その他 
（司会） 

その他特になし。 

６ 閉会  

 


